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『まごジェル』の取り組みについて（参考資料）  

 

  ◎相可高校生産経済科生徒がプロデュースした 

「まごジェル」（ハンドジェル）の製造 

 

三重県多気町には、県立相可高等学校があります。 

高校生レストラン「まごの店」などで活躍する食物調理科は有名ですが、今回は生産経

済科が立ち上げた、ＮＰＯ法人「植える美ＩＮＧ」との取り組みです。 

        Ｈ２２年５月に「まごの店」やそのＯＢが運営する総菜とお弁当の店「せんぱいの店」

など、まちおこしの仕掛けをしている多気町役場農林商工課（現在：まちの宝創造特命監）

岸川課長が、日本経営品質賞という素晴らしい賞も受賞した町内企業の「万協製薬株式会

社」松浦社長に高校生の企画するハンドクリームの製造について協力を打診したところか

ら話が始まります。 

松浦社長は、この話を快く引き受けていただき、高校生と一流企業が中心となって取り

組むＳＢ（ソーシャルビジネス）として、高校生の提案を最大限に引き出し、プロの立場

から一流の製品に仕上げていただくことになりました。 
        ハンドジェルを作るに当たっては、多気町の農産物を成分に入れ込むことを条件に生徒

たちがハンドジェルのコンセプトからパッケージデザイン、ネーミング、入れ込む成分ま

ですべてをプロデュースし、町内の万協製薬（株）が製品化するというものです。 

 

名前は、「まごころｔｅａハンドジェル」、通称「まごジェル」です。 

 

テーマは、『孫のような高校生が、おじいちゃん、おばあちゃん、あるいはお父さん、お

母さんへ感謝の気持ちを込めてプレゼントできるようなハンドジェル』と生徒たちが考え

ました。製品はＨ２２年１０月下旬に完成し、１１月１４日の「多気町おいない祭り」で

生徒たちが初売りをし、大好評でした。 

そして今後生徒たちは、出来上がった製品を 

東京や名古屋などに出向いて営業活動をし、い 

ろんな人と会っていろんな経験します。 

そのため販売用の生徒の名刺を作り、プロから 

ビジネスマナーの講習も４回受けました。 

        今回の事業経費や販売等のすべての責任は、 

相可高校食物調理科ＯＢが中心となって運営す 

る総菜とお弁当の店、（株）相可フードネット 

「せんぱいの店」（小西蔀
しとみ

代表取締役）が、後 

輩のために一肌脱ぎました。販売については、 

税金処理など事務的な手続きを済ませた後、利益を生産経済科が立ち上げたＮＰＯ法人

「植える美ＩＮＧ」の活動費用にあてます。 

さらに学校にも通販用のパソコンを置き、販促活動を行うなど経済活動の実践を行う予定

です。（楽しそうでしょ！） 

   さらに、Ｈ２３年３月には、経済産業省が全国の１２０のソーシャルビジネス事例を特
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集した「ＳＢ・ケースブック」の巻頭グラビアの２番目に掲載されました。 

   そして現在は、メンタームで有名な（株）近江兄弟社の目にとまり、高校生が考えたこ

のブランドが、近江兄弟社とのコラボブランドとして立ち上がろうとしています。 

  リップクリームや日焼け止めなど、今後全国に、一流企業が応援する高校生のブランドと

して流通するなんてワクワクしませんか？ 

  

 

 

 

 

 
☆三重県立相可高校生産経済科２年、今回のプロジェクトの代表の 
 増田 菜さんが、今回の取り組みに対する意気込みを語ります。 

 
  おはようございます。三重県立相可高校生産経済科２年増田 菜と申します。現在、私た

ち生産経済科は、地域の人と協力して多気町原産の「伊勢いも」の新しい栽培方法の実験

などを行い、地域に密着した取り組みを進めています。 
 また、園芸を通して地域を明るくするためＮＰＯ法人「植える美ｉｎｇ」を立ち上げ、活

動をしています。 
 このハンドジェルの取り組みについては、「まごの店」や「せんぱいの店」など、私たち

相可高校が地域で活躍できる現場を提供していただいています「多気町役場の岸川さん」

から地域の農産物を入れ込んだハンドクリームをつくってみないかというお話がありま

した。 
（最初はジェルではなくクリームだったんですよ！） 
ハンドジェルを作るに当たっては、コンセプトからネーミング、パッケージデザイン、入

れる成分まですべてを私たち相可高校生産経済科生徒でプロデュースし、町内にある万協

製薬という“すごい会社”がそれを製品化してくださいました。 
そして、私たち相可高校のＯＢが中心となって運営している「せんぱいの店」が発売のす

べての責任を負っていただきます。 
また、多気町やＪＡ多気郡も応援していただき、販売には私たち高校生も 
県内外の販売会社への営業やインターネット通販を学校で行い、経済の実体験をする計画

です。 
私たちは、単なる学校行事としてではなく、この事業をきっかけに、真剣に地域ブランド

を確立して行きたいと考えています。どうぞ私たちの取り組みに、応援よろしくお願いい

たします。 
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